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【みんなで自然を守ろうよ】
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■ 

資
源
の
浪
費
を
見
直
そ
う

　

こ
れ
ま
で
の
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
廃
棄
物
の
発
生

抑
制
・
再
利
用
・
再
資
源
化
を
進
め
る
く

ら
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

資
源
は
無
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
分
別
に

よ
っ
て
、
ま
た
使
え
る
も
の
は
使
い
、
他

の
製
品
の
原
材
料
に
使
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
資
源
の
ム
ダ
使
い
を
少
な
く
し
ま
し
ょ

う
。

■ 

社
会
全
体
で
リ
サ
イ
ク
ル

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、「
消

費
者
は
分
別
し
て
排
出
」
し
、「
市
町
村
が

分
別
収
集
」
し
、「
容
器
を
製
造
す
る
事
業

者
等
は
再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
す
る
」

と
い
う
、
三
者
の
役
割
分
担
が
定
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
ご
み
の
減

量
化
・
再
資
源
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
。

[ 特集 ] 進めよう、再資源化

 ８月１日から
 資源物・燃えないごみの

 出し方が変わります

～資源ごみは無料で回収～ 

い
ま
ど
う
し
て
23
分
別
？

変
わ
ら
な
い
こ
と
は
？

◇ 

資
源
物
・
燃
え
な
い
ご
み
は
無
料

で
出
せ
ま
す
。【
有
料
袋
は
廃
止
】

◇ 

町
会
へ
の
報
償
金
が
、
１
班
３
千

円
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

◇ 

燃
や
す
ご
み
が
減
少
し
、
地
球
温

暖
化
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◇ 

ご
み
処
理
費
用
が
減
少
す
る
の
で
、

そ
の
分
を
他
の
事
業
で
使
え
ま
す
。

◇ 

燃
や
す
ご
み
の
収
集
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
有
料
袋
を
使
用
し
、
曜
日
・

場
所
と
も
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

◇ 

資
源
物
・
燃
え
な
い
ご
み
の
「
収

集
日
」
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

◇ 

粗
大
ご
み
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

有
料
で
す
。

◇ 

子
ど
も
会
等
の
廃
品
回
収
へ
の
助

成
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

～ごみの 23分別スタート～

メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の
？

「
地
球
の
温
暖
化
」、「
資
源
の
枯
渇
化
」な
ど
、地
球
的
規
模
で
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
環
境
問
題
。

私
た
ち
は
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、豊
か
な
環
境
を
後
世
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
、ご
み
の
再
資
源
化
を
さ
ら
に
進
め
、環
境
へ
の
負
荷
を
少
な
く
す

る
た
め
に
、ご
み
分
別
の
細
分
化
を
行
い
ま
す
。

新
し
い
分
別
で
の
回
収
は
８
月
１
日
か
ら
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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今
ま
で
は
ご
み
を
14
種
類
に
分
け
て
出
し

て
い
ま
し
た
が
、
８
月
１
日
か
ら
は
９
種
類

増
え
て
23
種
類
に
な
り
ま
す
。

　

増
え
る
ご
み
の
種
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

▽ 

「
資
源
化
ビ
ン
」「
再
利
用
ビ
ン
」が
、「
無

色
の
ビ
ン
」「
茶
色
の
ビ
ン
」「
そ
の
他

の
色
の
ビ
ン
」
の
３
種
類
に
（
１
種
類

増
）

　

▽ 

「
古
紙
類
」
が
、「
新
聞
・
ち
ら
し
」「
雑

誌
類
」「
ダ
ン
ボ
ー
ル
」「
紙
パ
ッ
ク
」「
そ

の
他
の
紙
類
」
の
５
種
類
に
（
４
種
類

増
）

　

▽ 

「
陶
器
ガ
ラ
ス
類
」
が
「
陶
器
類
」「
ガ

ラ
ス
類
」
の
２
種
類
に
（
１
種
類
増
）

　

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た

　

▽
そ
の
他
の
燃
え
な
い
ご
み

　

▽
剪
定
枝
 

ど
う
変
わ
る
の
？

 

14
分
別
か
ら

　

23
種
類
の
分
別
へ

 

資
源
物
・
燃
え
な
い

ご
み
の
有
料
袋
を

廃
止

 

古
紙
類
や
古
着
等
も

ご
み
集
積
所
に
月
１

回
出
せ
ま
す

 　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
う
ち
、
ビ

市
で
は
、ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、新
し
い
ご
み
分
別
区
分【
23
分
別
】

を
導
入
し
ま
す
。資
源
物
・
燃
え
な
い
ご
み
は
、有
料
袋
を
廃
止
し
、無
料
で
回
収
し
ま
す
。

新
し
い
分
別
区
分
は
、こ
れ
ま
で
の
区
分
に「
雑
紙
」「
紙
パ
ッ
ク
」「
茶
色
の
ビ
ン
」な
ど
９

種
類
の
品
目
を
追
加
し
た
も
の
で
す
。【
５
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
の
と
お
り
】

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

 　

今
ま
で
２
カ
月（
偶
数
月
）に
１
回
、集
会

所
な
ど
の
指
定
回
収
場
所
に
出
し
て
い
た

「
古
紙
類
・
布
類
・
再
利
用
ビ
ン
」の
回
収
は
な

く
な
り
、古
紙
類
、古
着
も
、月
１
回
、通
常
の

ご
み
集
積
所
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　

▽ 

資
源
化
ご
み
の
回
収
容
器
は
、種
類
ご

と
に
市
で
配
備
し
ま
す
。

　

▽ 

ご
み
集
積
所
は
、必
要
面
積
な
ど
地
域

の
実
情
に
よ
っ
て
、現
在
の
場
所
か
ら

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

※ 

燃
や
す
ご
み
の
集
積
所
の
場
所
は
従

来
ど
お
り
で
す
。

ン
類
、
紙
類
、
金
属
類
な
ど
は
大
切
な
資
源

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
資
源
物
を
リ
サ
イ
ク
ル
に
適

し
た
形
で
効
率
よ
く
回
収
す
る
た
め
に
、ご

み
集
積
所
に
用
意
し
た
コ
ン
テ
ナ
や
バ
ケ
ツ

等
に
直
接
出
し
て
く
だ
さ
い
。有
料
ご
み
袋

に
入
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

ご
み
集
積
所
の
コ
ン

テ
ナ
や
バ
ケ
ツ
へ
直

接
出
し
て
く
だ
さ
い

資源化ビン類

常陸太田市

資源化カン類

常陸太田市

※ 

使
い
残
し
た
有
料
ご
み
袋（
青
色
・
黄

色
・
透
明
）と
ご
み
処
理
券
は
、燃
や
す

ご
み
用
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

◎ 

コ
ン
テ
ナ
や
バ
ケ
ツ
等
の
管
理
（
準

備
・
片
付
け
等
）

コンテナ・バケツ
等、回収容器一式

◎ 

分
別
の
徹
底
が
図
ら
れ
る
ま
で
、
当

分
の
間
、
回
収
日
の
朝
１
時
間
程
度
、

２
人
の
方
に
立
会
い
を
お
願
い
し
ま

す
。
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ビン、ペットボトル、蛍光管等の収集日

～ごみ集積所はこのような形になります～

11 

ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
ふ

た

ど
う
出
せ
ば
い
い
の
？

◇ 

ビ
ン
は
、
色
で
３
種
類
に
分
別

「
23
分
別
」と
い
わ
れ
る
と
、数
の
多
さ
か
ら「
こ
ん
な
に
分
別
す
る
の
？
」と
不
安
に
思
う
方

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、す
で
に
地
区
の
廃
品
回
収
や
ス
ー
パ
ー
で
の
回
収
な
ど
を
通
じ
て

実
践
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

有
料
指
定
袋
は
使
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
無
料
で
す
。

カン、紙類、古着等の収集日

13 

新

聞
・

ち
ら
し

　

こ
れ
ま
で
は
、
月
１
回
の
「
資
源
化
ビ
ン

類
」
と
、２
カ
月
に
１
回
の
「
再
利
用
ビ
ン
」

の
2
種
類
で
し
た
。

　

８
月
か
ら
は
こ
の
2
種
類
の
ビ
ン
を
一
本

化
。
ビ
ン
の
色
で
「
無
色
」、「
茶
色
」、「
そ

の
他
の
色
」
の
３
種
類
に
分
け
て
、
月
１
回
、

ご
み
集
積
所
の
コ
ン
テ
ナ
に
直
接
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◇ 

紙
類
は
、
新
聞
、
紙
パ
ッ
ク
な
ど

５
種
類
に

㊤ ティッシュ箱や包
装紙、紙袋なども
出せます。

９ 

そ
の
他
の

燃
え
な
い

ご
み

７
乾
電
池

４ 

そ
の
他
の

色
の
ビ
ン

３ 

茶
色
の

ビ
ン

２ 

無
色
の

ビ
ン

５
陶
器
類

６
ガ
ラ
ス
類

８
蛍
光
管

10 

ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル

14
雑
誌
類

15 

そ
の
他

の
紙
類

16 

ダ

ン

ボ
ー
ル

17
紙
パ
ッ
ク

18 

古
着
・
毛
布

19 

ア

ル

ミ

缶
・

ス

チ
ー
ル
缶

20 

そ
の
他
の

金
属
類

12 

白
色
ト
レ

イ
・
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル

　

こ
れ
ま
で
は
、２
カ
月
に
１
回
「
古
紙
類
」

と
し
て
一
括
し
て
回
収
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
は
、「
新
聞
・
ち
ら
し
」「
雑
誌

類
」「
ダ
ン
ボ
ー
ル
」「
紙
パ
ッ
ク
」「
そ
の

他
の
紙
類
」
の
５
種
類
に
分
け
て
、
月
１
回
、

ご
み
集
積
所
に
ひ
も
で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◇ 

古
着
・
毛
布
も
月

１
回

　

こ
れ
ま
で
は
、
２
カ
月

に
１
回
「
古
布
」
と
し
て

回
収
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
は
、
月
１
回
、

ご
み
集
積
所
に
透
明
な
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ふ
た
も
集
め
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
収
集
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
８

月
か
ら
は
月
１
回
、
ご
み

集
積
所
の
回
収
バ
ケ
ツ
へ

直
接
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

「ビン」の底には、
必ずギザギザがある
よ。「コップ」など
底がスベスベのもの
は、「ガラス類」の
バケツへ入れてね！
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近
年
、
世
界
各
地
に

お
い
て
、
大
規
模
な
台

風
や
記
録
的
な
大
洪

水
・
猛
暑
な
ど
、
気
候

変
動
に
よ
る
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

異
常
気
象
の
原
因
の
ひ

と
つ
が
地
球
温
暖
化
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

21
世
紀
は
環
境
の
世

紀
。
私
た
ち
に
も
で
き

る
「
ご
み
の
再
資
源
化
・

減
量
化
」
で
、
未
来
の

子
ど
も
た
ち
へ
美
し
い

環
境
を
残
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

収集日 ごみの区分 資源物・ごみの種類 出し方

燃
や
す
ご
み

（
週
２
回
・
有
料
）

１ 燃やすごみ

生ごみ、ちり紙、紙おむつ、ゴム類、ビニール類、カセッ
トテープ、CD・DVD、プラスチック類、靴下・ストッ
キング・肌着、シーツ・バスタオル、布きれ、バッグ
類、革製品、木くず（長さ 40cm程度以内のもの）、草・
落ち葉（一般家庭の少量のもの）、ぬいぐるみなど

ごみ集積所へ
（指定ごみ袋または処理券使用）

※ 生ごみはよく水を切ってください

資
源
物
・
燃
え
な
い
ご
み

（
月
１
回
・
無
料
）

２ 無色のビン 飲食料用の無色のビン（透明なもの）
ごみ集積所の回収コンテナへ

※割れたビンは「ガラス類」へ

３ 茶色のビン 飲食料用の茶色のビン

４ その他の色のビン 飲食料用の白・緑・青・黒などの有色ビン

５ 陶器類 茶碗や皿などの食器、壺、植木鉢などの陶磁器

６ ガラス類
割れたガラス、割れたビン、ガラス製の食器や花瓶、
化粧品のビンなど ごみ集積所の回収バケツへ

※ ボタン電池、充電式電池は販売
店へ

７ 乾電池 乾電池

８ 蛍光管 蛍光管（直管型・リング型）

９
その他の燃えない
ごみ

ライター、白熱電球、鏡、電球型蛍光管、LED電球、
体温計（水銀使用）

10 ペットボトル ペットボトル ごみ集積所の回収ネット・回収
バケツへ11 ペットボトルのふた ペットボトルのふた

（
月
１
回
・
無
料
）

12
白色トレイ・発泡
スチロール

白色トレイ、発泡スチロール ごみ集積所の回収ネットへ

13 新聞・ちらし 新聞、ちらし

ごみ集積所へ
束ねて、ひもで縛る
（紙パックは、回収コンテナへ
入れる）

14 雑誌類
雑誌、本、ノート、漫画本、週刊誌、絵本、パンフレッ
ト、カタログなど

15 その他の紙類
包装紙、紙袋、菓子の紙箱、ティッシュ箱、名刺・メ
モ用紙・コピー用紙などの雑紙

16 ダンボール ダンボール

17 紙パック 牛乳・ヨーグルト・ジュース・酒などの紙パック

18 古着・毛布 スーツ・シャツ・セーター等の古着、毛布
ごみ集積所へ（市販の透明なビ
ニール袋を使用）

19
アルミ缶・
スチール缶

アルミ缶、スチール缶、 かんづめ缶、菓子缶、スプレー
缶など

ごみ集積所の回収コンテナへ

20 その他の金属類
鍋、釜、やかん、フライパン、一斗缶、機械オイル缶、
おもちゃ、傘、ポット、ジャー、コンセントコードなど

粗
大
ご
み

（
有
料
）

21 粗大ごみ
家電品、家具、タイヤ、消火器、自転車、布団、カー
ペット、電気毛布、ガスレンジなど

戸別回収または自己搬入
22 家電５品目 冷蔵庫、洗濯機、テレビ、エアコン、乾燥機

23 剪定枝 庭木の剪定枝など（長さが２ｍまで）

家庭ごみの分け方・出し方　～新しい23分別～

※ココに注意

「
捨
て
れ
ば
ご
み
、

　

   

分
け
れ
ば
資
源
」

包装紙や紙袋、お
菓子やティッシュ
の箱などを資源ご
みとして出すと、燃
やすごみが減りま
すよ！



6

特 集　  進めよう、再資源化

㈱
か
わ
ね
や　
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

今年の夏も節電・省エネをお願いします

も
う
は
じ
め
て
ま
す

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
社
会
貢
献
を

し
た
い
と
い
う
企
業
の
想
い
、
ま

た
お
客
様
の
要
望
を
受
け
、
昨
年

の
暮
れ
か
ら
導
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

店
舗
の
外
に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ス
テ
ム
で
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
・

新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
古
紙
類
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
ま
す
。
白
色
ト
レ
イ
・
透
明
ト

レ
イ
と
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
は
以
前

の
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
も
ご
使

用
い
た
だ
け
ま
す
。

重
い
古
紙
を
持
っ
て
き
て
い
た

だ
け
る
お
客
さ
ま
に
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
よ
う
ポ
イ
ン
ト
が
付
く
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
で
1
日
２
千
本
、
古
紙
類
で

１
日
８
０
０
㎏
程
度
の
ご
利
用
が

あ
り
ま
す
。
導
入
時
の
予
測
を
超

え
て
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
エ
コ
や

リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
意
識
の
高
さ
を

感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
１
店
舗
だ
け
の
力
で

は
限
界
を
感
じ
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
行
政
や
お
客
様
の
協
力
を

お
願
い
し
な
が
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル

を
も
っ
と
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

㈱かわねや木崎店
店長　川上正紀さん

リサイクルシステム

市民の皆さん一人ひとりが節電・省エネに取り組むことが、より安定した電力供給と地球環境への負

荷低減につながります。引き続き、無理のない範囲でのご協力をお願いします。

電気製品 節電メニュー 削減率

 
エアコン ○室温 28℃を心がける。＊削減率は 26℃から 2℃上げた場合

○ 「すだれ」や「よしず」などで窓からの陽射しをやわらげる。
○無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使う。

10％

10％

50％

冷蔵庫
○設定温度を「強」から「中」に変更する。

○ とびらを開ける時間をできるだけ減らす。　    全部で
○食品をあまり詰め込まないようにする。

2％

照明
○日中は消しておく。

○ 夜間もできるだけ減らす。
5％

テレビ
○「省エネモード」に設定する。

○画面の明るさを少し暗めにする。　　全部で

○必要なとき以外は消す。

2％

温水洗浄便座
○ 便座保温・温水のオフ機能やタイマー節電機能があれば利用す
る。なければプラグをコンセントから抜いておく。

1％
未満

炊飯器
 ○ ご飯を炊くときは、早朝にタイマー機能で 1日分まとめて炊い
て、冷ましてから冷蔵庫に入れておく。

2％

待機電力
○ テレビなどリモコン機能がある電気製品は、リモコン
の電源でなく本体の電源を切る。

○ しばらく使わない電気製品のプラグは、コンセントか
ら抜いておく。

2％

その他 ○ 家族でお出かけするのも、節電になりますよ！

｝

｝
｝全部で

｝全部で

ペットボトルを入れる
利用者
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TＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

道
路
里
親
に
認
定

道
路
の
環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
う
道
路
里
親
団
体
に
、「
天

下
野
三
区
天
寿
会
」
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

５
月
31
日
に
は
、
県
常
陸
太
田

工
事
事
務
所
で
協
定
書
調
印
式
・

認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
、
同
会

の
茅
根
紀
久
男
代
表
に
、
認
定
証

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
天
下
野
三
区
の
有
志

25
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ
る
団
体
。

県
道
常
陸
太
田
大
子
線
・
山
方
水

府
線
の
延
長
1.5
㎞
に
つ
い
て
、
沿

道
の
清
掃
や
花
壇
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

消
防
車
両
を
更
新

市
北
消
防
署
里
美
出
張
所
お
よ

び
消
防
団
金
砂
郷
支
団
第
３
分
団

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
計
２
台

を
更
新
し
ま
し
た
。

署
の
車
両
は
、
室
内
の
収
納
ス

ペ
ー
ス
を
最
大
限
に
活
用
す
る
た

め
の
ハ
イ
ル
ー
フ
、
落
下
・
雨

水
の
浸
入
・
防
塵
に
配
慮
し
た

シ
ャ
ッ
タ
ー
、
機
動
性
・
安
全
性

を
重
視
し
た
４
Ｗ
Ｄ
な
ど
多
く
の

特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
団
の
車
両
は
、
収
納
ス

ペ
ー
ス
を
多
く
設
け
、
最
新
の
機

能
を
有
し
、
機
動
性
・
安
全
性
を

重
視
し
た
４
Ｗ
Ｄ
の
車
両
で
す
。

奥
久
慈
ト
レ
イ
ル

奥
久
慈
の
豊
か
な
自
然
を
舞
台

に
開
催
さ
れ
る
山
岳
レ
ー
ス
「
Ｏ

Ｓ
Ｊ
奥
久
慈
ト
レ
イ
ル
50
Ｋ
（
Ｏ

Ｓ
Ｊ
奥
久
慈
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
実

行
委
員
会
主
催
）」
が
、
６
月
３

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
子
町
の
袋
田
温
泉
を
午
前
５

時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
、
男
体
山
頂

や
持
方
地
区
、
東
金
砂
神
社
な
ど

を
経
て
竜
神
大
吊
橋
ま
で
の
約
56

㎞
の
コ
ー
ス
は
制
限
時
間
14
時
間
。

約
500
人
が
出
走
し
、
完
走
は
310
人

と
い
う
過
酷
さ
で
し
た
。

沿
道
で
は
地
元
の
方
が
食
べ
物

や
飲
み
物
を
持
ち
寄
っ
て
ラ
ン

ナ
ー
を
お
も
て
な
し
し
な
が
ら
熱

い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

金砂郷支団第３分団
に配備された消防ポ
ンプ自動車

市
民
討
議
会

自
分
た
ち
の
ま
ち
の
課
題
・
問

題
を
自
分
た
ち
で
解
決
し
よ
う
と
、

㈳
常
陸
太
田
青
年
会
議
所
と
市
の

共
催
で
、「
第
６
回
市
民
討
議
会

〜
あ
な
た
が
主
役 

常
陸
太
田
の

ま
ち
づ
く
り
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

６
月
17
日
、
市
総
合
福
祉
会
館

で
行
わ
れ
た
討
議
会
に
は
、
市
民

の
方
27
人
が
参
加
。「
少
子
化
・

未
婚
化
の
解
決
策
」
と
「
常
陸
太

田
の
い
い
と
こ
ろ
」
の
２
点
を

テ
ー
マ
に
討
論
さ
れ
、「
企
業
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
誘
致
」

「
魅
力
あ
る
婚
活
事
業
の
開
催
」

「
Ｔ
Ｖ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
情
報
発
信
」
な
ど
が
重
要

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

里
美
出
張
所
・
金
砂
郷
支
団

第
３
分
団

里美出張所に配備
された消防ポンプ
自動車

天下野三区天寿会の皆さ
んと大久保市長

グループに分かれ
活発に意見を交わ
す参加者

ランナーをもてなす
赤岩地区の皆さん

 

天
下
野
三
区
天
寿
会

 

ま
ち
づ
く
り
を
熱
心
に
討
論

 

袋
田
温
泉
〜
竜
神
大
吊
橋

約
56
㎞
を
走
破

子
育
て
ト
ー
ク
カ
フ
ェ

 
子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
が

本
音
ト
ー
ク

きれいに整備された花壇

東金砂神社の急
な階段を登る

６
月
14
日
、
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
た
ち
の
意
見
を
聞
き
、
少
子

化
対
策
の
参
考
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
、「
子
育
て
応
援
都
市
ト
ー

ク
カ
フ
ェ
」
が
、
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子

育
て
支
援
に
取
り
組
む
「
Ｃ
ａ
ｆ

ｅ
結
＋
１
」
と
市
が
連
携
し
て
初

め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
市
内
外

か
ら
参
加
し
た
15
人
の
お
母
さ
ん

た
ち
か
ら
は
、「
雨
の
日
に
子
ど

も
を
遊
ば
せ
る
場
所
が
少
な
い
」

「
一
時
保
育
や
児
童
ク
ラ
ブ
を
利

用
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

率
直
な
意
見
・
提
案
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

託児は茨城キリ
スト教大学の学
生ボランティア
が活躍

意見を交換しあう
お母さんたち

最後にグループ
の意見をまとめ
て発表
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 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

今
月
は
堅
磐
町

6月 10日に、上
かみ

深
ふか

荻
おぎ

町の下
しも

幡
はた

地区で水力精米所

体験が行われました。

これは「里美の日」に関連する行事で、今でも

地元の方の力で整備され使われている水力精米所

を、一般公開し体験してもらいました。

この精米所は、電気を使わず川の水流だけを動

力としていて、見ていると結構な迫力があります。

また、ゆっくり時間をかけて精米するので、お米

のなかの水分が熱によって失われず、とてもおい

しいお米につきあがります。精米したお米はお土

産（有料）に持ち帰ることができました。

上深荻大菅町会では、今までのエコミュージア

ム活動によって、地域を巡ることができる環境整

備を行いました。案内板や総合案内マップを整備

していて、精米が終わるまでの間、地元の方に案

内をしてもらいました。

馬
ば

頭
とう

観
かん

世
ぜ

音
おん

や如
にょ

意
い

輪
りん

観
かん

音
のん

などの説明を受け、地

元の湧き水と、地元の茶葉から手もみで製茶した

お茶をご馳走になり、参加者は大満足の体験でし

た。

エコミュージアム活動によって掘り起こした地

域のお宝を活用して、地域外との交流が始まって

います。ぜひ一度散策に出かけてみてはいかがで

すか。

精米所の動力とな
る水を導き入れる。

エコミュージアム活動
で作成したお宝マップ
が活用されている。

来月は堅磐町の

「わ」つながりで、

和田町さんにお

願いします。

　かき わ

わ　だ

紹介者　
堅磐町
武藤  保 さん

堅磐町は、昔「人のぼんのくぼ（うなじ
の凹）」と言われるほど、見たことがないと
言われた片田舎の集落でしたが、今は道路
も拡張されてだいぶ変わりました。

そんな堅磐町のお宝は、堅磐町の南を流
れる久慈川辺りの篠山にある関東最大級の

関東最大級のサギコロニー（営巣地）

サギコロニーです。春から秋にかけて数百羽のダイサギ・コサギ・ア
オサギ等、各種のサギを見ることができます。豊かな緑が広がる貴重
な自然が保全されており、眺めも素晴らしいものがあります。久慈川
の河川工事等も、このサギコロニーの自然環境に配慮をしています。

アカガシラサギ

エコミュージアムの先進地

お米になって出て
きたよ！

㊤㊦ 地域の方から馬頭観世音な
どの説明を受ける。

地元の湧き水で入れた
お茶は格別においしい。
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ひたちおおたの  文化財見どころガイド
例年 10月に行う「集中曝

ばくりょう

涼」。今年も 10月 20 日土～ 21 日日に開催します。
問 文化課文化財係
　（☎ 72-3201）

＊ 「曝涼」とは、文化財を日にさらして風を
通す、いわゆる虫干しすることで、それに
あわせて文化財を一般公開します。

常陸大宮
金砂郷支所金郷郵便局

浅川

（下利員町 957）
西光寺

問 

文
化
課
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

 

推
進
室
（
内
線
５
４
１
）

「
豊ぶ

ん
ご
の
く
に
に
こ
う
じ
ょ

後
国
二
孝
女
物
語
」

は
、
江
戸
時
代
後
期
の
実
話

で
、
豊
後
国
臼う

す

杵き

（
現
大
分

県
臼
杵
市
）
の
若
い
姉
妹
「
つ

ゆ
」
と
「
と
き
」
の
親
孝
行

物
語
で
す
。

姉
妹
の
父
・
初は

つ

え

も

ん

右
衛
門

は
、
親し

ん

鸞ら
ん

聖
し
ょ
う

人に
ん

遺
跡
巡
拝

の
旅
の
途
中
に
病
気
に
な
り
、

青し
ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺
（
本
市
東
連
地
町
）

で
手
厚
い
看
護
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

姉
妹
は
、
そ
の
父
を
迎
え

る
た
め
に
、約
３
０
０
里
（
約

１
２
０
０
㎞
）
離
れ
た
常
陸

国
へ
の
旅
に
出
発
。

豊
後
国
臼
杵
か
ら
青
蓮
寺

ま
で
の
約
２
カ
月
、
様
々
な

危
機
を
乗
り
越
え
た
姉
妹
は
、

７
年
ぶ
り
に
父
と
再
会
を
果

た
し
ま
す
。

絵
を
描
く
こ
と
が
趣
味
で
、

退
職
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
紙

芝
居
を
行
っ
て
い
る
豊
田
千
惠

子
さ
ん
（
和
久
町
）
が
山
田
小

学
校
で
二
孝
女
物
語
の
講
話
と

紙
芝
居
を
行
い
ま
し
た
。

豊
田
さ
ん
は
、「
こ
こ
山
田

地
区
に
昔
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
心

温
ま
る
物
語
が
あ
っ
た
こ
と
を

大
勢
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
紙
芝
居
を

作
り
ま
し
た
。

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
そ
の

事
実
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

「
親
子
の
絆
や
住
み
や
す
い
地

域
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
二
孝
女
顕
彰
会
副

会
長
の
野
上
平
さ
ん
は
県
郷

土
文
化
研
究
会
で
、「
豊
後

の
二
孝
女
と
常
陸
の
人
び

と
」
の
演
題
で
講
演
。

「
二
孝
女
物
語
を
通
し
て

感
じ
る
こ
と
は
、
日
本
人
の

心
で
あ
り
、
道
徳
心
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
二
孝
女
物
語
を

広
め
て
い
く
こ
と
で
、
失
わ

れ
つ
つ
あ
る
人
と
人
の
絆
を

強
め
て
い
き
た
い
」
と
結
び

ま
し
た
。

紙芝居をする豊田さん

 

二
百
年
前
、約
千
二
百
㎞
を
旅
し
た

親
孝
行
姉
妹
が
い
た
…

東
国
有
数
の
お
薬
師
さ
ま  ―

  

西
光
寺 

（
下
利
員
町
）―

　

木
造
薬
師
如
来
坐
像（
国
指
定
重
要
文
化
財
）

下
しも

利
とし

員
かず

町の西
さい

光
こう

寺
じ

は、現在では仁王門と収蔵庫が残るのみ
ですが、地元の伝承によれば、佐竹氏三代当主・隆

たか

義
よし

が、母
の菩提を弔うために建立したとされています。かつては茅葺
屋根が高くそびえる大きな本堂をもった寺であったようです
が、明治時代に無住となり、以来地元下利員町の方々によっ
て大切に受け継がれてきました。大正 12 年の火災で本堂など
が全焼してしまいましたが、本尊の薬

やく

師
し

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

は地元の方々
に運び出され難を逃れました。その際に光

こう

背
はい

の一部を、また
山門の仁

に

王
おう

像
ぞう

も手首を焼損したとのことです。
この薬師如来坐像は茨城県を代表する仏像であり、穏やか

な丸い顔がとても印象的です。年に数度しか公開されないこ
とと、下利員町の方々による心のこもったおもてなしが相まっ
て、例年の集中曝涼での人気スポットのひとつとなっていま
す。また門の両袖に立つ阿

あ

吽
うん

の仁王像のダイナミックな造形
も見逃せません。

今年も多くの皆さまのご来場をお待
ちしています。

木造仁王
像（県指
定 文 化
財）

木造薬師如来坐
像（国指定重要
文化財）

収蔵庫の中には、にこやかなお顔を

した、ふくよかな木像が 1体安置
されています。これは十六羅漢のひ

とりである「おびんずるさん（賓頭

盧）」で、その体をなでれば痛いと

ころが治るとされています。

県郷土文化研究会で
講演する野上さん

つゆちゃん・ときちゃん



10

農
業
の
チ
カ
ラ

梨
畑
は
80
ア
ー
ル
ほ
ど
、
父
が
60
年
以
上

前
に
始
め
た
梨
園
を
６
年
前
か
ら
引
き
継
い

で
や
っ
て
い
ま
す
。

元
々
は
果
物
の
仕
入
れ
の
バ
イ
ヤ
ー
を

や
っ
て
い
て
全
国
を
飛
び
回
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
と
き
色
々
な
果
樹
農
家
の
方
と
話
を
し

た
経
験
が
今
役
立
っ
て
い
て
、
梨
園
を
継
ぐ

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

作
っ
て
い
る
梨
は
幸
水
・
豊
水
・
二
十
世

紀
・
あ
き
づ
き
・
新
高
の
５
種
類
。
大
規
模

栽
培
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
量
多
品
種
栽

培
で
、
種
類
に
よ
っ
て
旬
の
時
期
が
異
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
い
期
間
出
荷
す
る
こ

と
が
で
き
、
直
販
に
向
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

梨
を
作
る
上
で
心
が
け
て
い
る
の
は
、
除
草
剤

を
使
わ
ず
草
生
栽
培
を
し
、
有
機
肥
料
を
多
く
入

れ
化
学
肥
料
を
お
さ
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
土
が
や
わ
ら
か
く
、
根
張
り
が
よ

い
土
壌
と
な
り
、
梨
も
糖
度
の
高
い
も
の
が
で
き

ま
す
。

摘果作業をする庄司さん

お
い
し
い
梨
を
作
り
た
い

食
を
支
え
る
農
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

農
業
者
の
皆
さ
ん
の
意
気
込
み
を
伝
え
て
い

き
ま
す
。

買
い
に
く
る
お
客
様
は
、
近
所
の
方
が
多
い
で

す
が
、
ま
た
そ
れ
を
送
ら
れ
た
お
客
様
か
ら
「
お

い
し
か
っ
た
の
で
、
買
い
た
い
。」
と
口
コ
ミ
で

注
文
が
増
え
て
く
る
の
が
楽
し
い
で
す
ね
。

今
後
は
、
お
客
様
の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
、
小
家

族
向
け
の
５
㎏
程
度
の

も
の
の
商
品
化
を
進
め

て
い
き
た
い
で
す
。
ス
ー

パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
な
ど

で
好
ま
れ
る
大
玉
で
味

の
良
い
も
の
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

今月は地域おこし協力隊金砂郷支部の
野嵜真衣・白石百合乃がレポートします！

金砂郷といえば何といっても「常陸秋そば」。私たち 2人はいま、そば打
ちの修行中で、1～ 2週間に 1回はそば打ちをしていて、そば工房の店長さん・
副店長さんに教えてもらっています。そば打ちの技術はもちろんですが、地

域の方とのふれあいを通して、そばに関するさまざまな情報をゲットしてい

ます。とってもとっても奥深いそば打ち修行を一回一回真剣に取り組み、味

わい楽しみながら、常陸太田市を代表する特産品のそばを、市内外にＰＲで

きるように頑張っていきたいと思っています！

畑での野菜作りにも挑戦しています。現在育てているのは、キュウリ・ト

マト・ナス・大根・トウキビ・かぼちゃ・ゴーヤ・バジルです。小さい畑に

少しずつ沢山の種類の野菜を育てています。苗をもらうことから耕起も栽培

も地元の皆さんのご協力があってのこと。地元の皆さんは本当に優しい人ば

かりで、感激しています。

先生に見守られながら…
真剣です！

  白石 百合乃
【金砂郷支所】

私たちが地域
おこし協力隊
です！
【  】は勤務先 笹川 貴吏子

【里美支所】  長島 由佳
【里美支所】

 石川 明紗
【里美支所】    野嵜 真衣

【金砂郷支所】

庄
司  

茂
夫
さ
ん

（
小
目
町
）

初収穫のキュウリに喜
びを隠せません。
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私
た
ち
中
内
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
大
内
京

子
会
長
）
は
、
平
成
７
年
に
結
成
し
今
年
で
18

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
町
内
の
女
性
14
人
。
一
般
家
庭

に
お
い
て
火
を
使
用
す
る
機
会
の
多
い
私
た
ち

が
、
火
災
予
防
の
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
で
、

火
災
防
止
と
安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し

て
、
非
常
時
の
ア
イ
デ
ィ
ア
便
利
グ
ッ
ズ
の
考

案
・
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
ま
で
に

空
き
缶
コ
ン
ロ
、
お
か
ず
パ
ン
ケ
ー
キ
、
防
災

頭
巾
等
を
作
成
し
実
際
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
私
た
ち
の
町
内
か
ら
火
事
を
出
さ

な
い
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！  

　

中
内
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ問 消防本部消防課予防係

　（☎ 73-0119）

健康でいこう
今月の市民健康スポーツデーは

7月25日水です

問 スポーツ振興課スポーツ振興係（山吹運動公園市
民体育館内）☎ 73‐0090／ FAX 73‐1230

個人、家族、グループなどで楽しんでカラダを
動かしましょう！

健
康
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

健康でいこう

　

５
月
30
日
、
今
年
も
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
家
庭
や
職
場
で
の
取
り
組
み

の
ほ
か
、
市
内
各
地
で
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
市
民
は
２
万
１
０
１
８
人
で
し
た

（
参
加
率
36
・
４
％
。
昨
年
度
よ
り
６
・
３
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ

プ
）。参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
の
運
動
を
頑

張
っ
て
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
を
機
会
に

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
づ
く
り
を
始
め
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
？

＊ 午後 3時から 7時まで、山吹運動公園市民体育館で体力測定を
行います。自分の体力年齢を知るためにも、ぜひご参加ください。

体力測定

ジョイフルスローピッチソフト
ボール大会

B＆ G会長杯屋外ゲートボールリーグ

久自楽舞体験教室

     “空き缶コンロ” の作り方
○材料

　 空き缶３つ、アルミホイル、
ティッシュペーパー、サラ

ダ油、爪楊枝

○作り方

　・ 空き缶の下約３分の１を
カットする。

　・ ティッシュをねじって芯
をつくる。（10～ 12本）

　・ アルミホイルを空き缶の
形に合うように折る。

　・ 爪楊枝でアルミホイルに
穴をあけて，ティッシュ

の芯を差し込む。

　・ 空き缶に取り付けて，サ
ラダ油を注ぐ。

　・同じ物を３つ作る。

　・ 残った空き缶を五徳とし
て使用する。 非常用簡単レシピのおかずパンケーキ 通常は枕として使用できる防災頭巾

防火クラブの皆さん
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◆はじめの一歩事業［補助限度額 10 万円］

団体名 事業名 事業内容

チェルシー・amis 新常陸太田駅寄せ植え
設置事業

常陸太田の街を活性化させるために、玄関口である駅を花でいっ
ぱいにします。コンテナを設置し季節の花で駅を彩り、常陸太田
を訪れる皆さんを迎えます。

◆市民提案事業［補助限度額 30 万円］

団体名 事業名 事業内容

瑞桜を守る会 桜の木保全管理

地元の宝である瑞桜を後世に伝えるため、樹勢回復の継続と周辺
の環境整備を図ります。また、瑞桜まつりなどを通して、地域住
民や子ども達との交流、ふれあい活動を進めます。

常陸秋そばの郷まもり
たい

赤土町における地域活
性化事業

常陸秋そばの郷である赤土のそばの花咲く風景、里山の原風景を
保全するため、年々増加している耕作放棄地を、地域をあげてそ
ば畑に再生します。また、そばの緑肥としてクリムゾンクローバ
ーの栽培を行い、春に赤いクローバー、秋に白いそばの花で地域
を彩ります。

子育て調査隊　ひこう
き雲

子育て支援事業

観光・公共施設、イベント、飲食店、育児関連用品など、子連れ
の母親の目線での調査を行い、親子で楽しめる常陸太田ガイドの
作成や情報発信を行うとともに、おひさま café や親子遠足を通し
て子育てをしている母親同士のピアサポートを促します。

二孝女顕彰会
史実に基づき地域の人
間関係を醸成し将来に
伝えていく事業

東連地町の青蓮寺に残る「豊後国二孝女」の史実を広め、文化財
の保護と活用を図りながら、地域の豊かな人間関係を醸成し将来
に伝えていきます。

浅川をきれいに美しく
する会

うぐいの棲む里つくり
事業

地域を流れる浅川を清掃し、以前のようにウグイやフナが泳ぐ環
境を取りもどす活動を通して、地域の皆さんに環境美化、環境浄
化を訴えます。また、魚の放流などを通して子ども達の釣り場の
形成や都市との交流拠点整備を行います。

天神林お宝探し実行委
員会

天神林地区における地
域活性化事業

町内お宝の案内人養成やコース作り、マップ作りを通して地域の
一体感を強めます。また、お宝の活用により地域を知ってもらい、
地域を大切にする心の醸成を図ります。

市では、市民の皆さんとともに考え行動するまちづくりを進めています。
この事業は、自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そうとするグループや団体
等を応援する事業です。5年目を迎えた今年度、採択となった１0団体をご紹介します。

市民提案型まちづくり事業
10団体が採択

平成 24年度の頑張る団体を応援

あ　み
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団体名 事業名 事業内容

常陸太田市折橋芸（能・
農）部

折橋地区地域活性化事
業

カブトムシの飼育を行い、地域の保育園や幼稚園、小学校に配布
し地域の子どもたちとの交流を行うとともに、カブトムシの里を
通して地域外の子どもたちとの交流も促進し、地域の活性化を図
ります。

いばらきＭＴＢネット
ワーク

里山トレイル保全事業

ハイカーやマウンテンバイクの愛好者が、市内の里山で気持ちよ
く安全に散策できるように、市内の散策道の補修や除草作業、ゴ
ミ拾いなどの整備を行います。

常陸太田市大中町会 根岸のため池景観整備
事業

大中町にある根岸のため池周辺の休耕地の景観を回復するため、
あやめやオルラヤの植栽を行い、地域住民の憩いの場として環境
整備を進めます。

常陸太田市折橋芸（能・農）部二孝女顕彰会瑞桜を守る会

◆ 市民提案型まちづくり事業審査委員会委員
　○委員長　塩原慶子　　○副委員長　菱沼哲朗　○委員　西野　寧、生天目操、荷見紀世美、飯沼幸子

問市民協働推進課 市民協働推進係（内線 217・218）

http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/index.php?code=1117

市民提案型まちづくり事業

追加募集！
まちに元気があふれる
様々な取り組みをお待ち
しています！
募集期限　8月 24 日金

今
年
度
の
税
額
が

決
ま
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
普
通
徴
収
分
（
窓
口
納
付
、
口
座
振
替
等
）

7
月
に
年
税
額
の
確
定
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
第
２
〜
８
期
分
は
、

年
税
額
か
ら
暫
定
の
第
１
期
分
を
差
し
引
い

た
金
額
に
な
り
ま
す
。
納
入
通
知
書
は
７
月

中
旬
頃
に
お
送
り
し
ま
す
。

＊ 

第
1
期
分
は
、
平
成
23
年
分
の
所
得
が
確

定
し
て
い
な
い
時
点
で
算
定
し
た
た
め
、

税
額
は
平
成
23
年
度
の
年
税
額
の
約
８
分

の
１
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
分
（
年
金
天
引
き
）

国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上
75
歳
未
満

の
世
帯
の
保
険
税
は
、
原
則
、
世
帯
主
の
年

金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。
納
期
は
年

６
回
（
年
金
の
支
払
月
）
で
、
仮
徴
収
と
本

徴
収
が
あ
り
ま
す
。
仮
徴
収
は
、
４
・
６
・
８

月
に
第
１
〜
３
期
分
と
し
て
、
平
成
23
年
度

の
年
税
額
の
約
６
分
の
１
を
納
入
し
て
い
た

だ
き
、
本
徴
収
は
、
10
・
12
・
２
月
に
第
４

〜
６
期
分
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
８

月
に
保
険
税
額
決
定
通
知
書
兼
特
別
徴
収
通

知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

＊ 

初
め
て
特
別
徴
収
が
始
ま
る
世
帯
に
は
、

通
知
し
ま
す
。

問  

保
険
年
金
課
国
保
係　

　
　
　
　
（
内
線
１
１
２
・
１
１
３
・
１
１
４
）

東
日
本
大
震
災
で
半
壊
以
上
の
被
害
を
受

け
た
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
期
間

が
、
引
き
続
き
平
成
24
年
4
月
か
ら
9
月
ま

で
延
長
さ
れ
ま
す
（
福
島
第
一
原
発
事
故
に

伴
い
、
避
難
の
た
め
転
入
さ
れ
た
世
帯
の
方

は
、
平
成
25
年
3
月
末
日
ま
で
延
長
と
な
り

ま
す
）。

　

国
民
健
康
保
険
に
新
規
加
入
の
方
で
、
減

免
基
準
に
該
当
す
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊ 

平
成
23
年
度
に
減
免
を
受
け
た
方
は
新
た

に
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

震
災
に
係
る
国
保
税
の
減

免
期
間
を
延
長
し
ま
す

特
定
健
診
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
方
を
対

象
に
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
深
刻
な
生
活

習
慣
病
の
前
兆
で
あ
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目

し
た
健
診
で
す
。
病
気
の
〝
芽
〞
を
早
い
段

階
で
見
つ
け
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ

る
た
め
の
大
切
な
健
診
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

＊ 

特
定
健
診
に
つ
い
て
は
ひ
た
ち
お
お
た
お

知
ら
せ
版
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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国民年金通信　● ● ● 保険年金課年金医療係（内線 117 ･ 118）

年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

水
戸
北
年
金
事
務
所 
国
民
年
金
課
☎
０
２
９
‐

２
３
１
‐
２
３
８
１

20
歳
に
な
っ
た
と
き

（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
加
入
者
を
除
く
）

年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
国
民
年
金
被

保
険
者
加
入
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
学
生

納
付
特
例
制
度
を
希
望
す
る
方
は
、
併
せ
て
学

生
証
等
（
写
し
可
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

仕
事
に
就
い
た
と
き

（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
し
た
と
き
）

手
続
き
は
勤
務
先
等
で
行
い
ま
す
。
厚
生
年

金
・
共
済
年
金
に
加
入
し
た
月
分
か
ら
国
民
年

金
を
払
う
必
要
は
な
く
な
り
ま
す
。

仕
事
を
辞
め
た
と
き

（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
を
や
め
た
と
き
）

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
国
民
年
金
の
資
格
取
得
の
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

○ 

持
参
す
る
も
の　

年
金
手
帳
・
退
職
日
が
わ

か
る
も
の
・
印
鑑

住
所
・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

　

住
所
・
氏
名
の
変
更
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の　

年
金
手
帳
・
印
鑑

各
種
届
出
先　

市
役
所
本
庁
保
険
年
金
課
年
金

医
療
係
、
各
支
所 

市
民
生
活
課
保
険
福
祉
係

＊ 
各
提
出
書
類
は
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
役
所

の
各
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
加
入
の
配

偶
者
の
扶
養
に
入
っ
た
と
き

手
続
き
は
配
偶
者
の
勤
務
先
等
で
行
い
ま
す
。

扶
養
に
入
っ
た
月
分
か
ら
国
民
年
金
を
払
う
必

要
は
な
く
な
り
ま
す
。

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
加
入
者
の
配

偶
者
の
扶
養
を
は
ず
れ
た
と
き

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
種
別
変
更
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○ 
持
参
す
る
も
の　

年
金
手
帳
・
扶
養
か
ら
は

ず
れ
た
日
が
わ
か
る
も
の
・
印
鑑

60
歳
に
な
っ
た
と
き

特
に
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険

料
の
納
付
は
60
歳
到
達
月
の
前
月
分
ま
で
で
す

が
、
60
歳
ま
で
に
25
年
の
年
金
受
給
資
格
期
間

に
達
し
な
い
方
、
満
額
の
年
金
を
受
給
で
き
る

期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
方
は
、
65
歳
に
な
る

ま
で
任
意
で
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
の
は
原

則
と
し
て
65
歳
か
ら
で
す
が
、
繰
上
げ
請
求

を
す
れ
ば
60
歳
か
ら
受
給
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

請
求
す
る
と
き
の
年
齢
に
応
じ
て
年
金
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

65
歳
に
な
っ
た
と
き

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
、
国
民

年
金
の
裁
定
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
の
請
求
書
は
65
歳
に
な
る
２
〜
３
カ
月
前

に
届
き
ま
す
。
手
元
に
届
か
な
い
場
合
に
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
誕
生
月
が
き
た
と
き

原
則
、『
現
況
届
』
の
提
出
は
不
要
と
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
①
加
給
年
金
額
を
受
け
て

い
る
場
合
、
②
障
害
の
確
認
が
必
要
な
場
合
、

③
年
金
の
登
録
住
所
地
が
住
民
票
コ
ー
ド
で
確

認
で
き
な
い
場
合
等
に
は
届
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

年
金
受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

年
金
受
給
権
者
死
亡
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
未
支
給
の
年
金
が
あ
る
と
き
は
、

あ
わ
せ
て
未
支
給
年
金
請
求
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
方

は
、
亡
く
な
っ
た
方
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

た
、
配
偶
者
・
子
・
父
母
等
で
す
。

○ 

持
参
す
る
も
の　

年
金
証
書
・
請
求
者
の
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
）・
印
鑑

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
必
要
な

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
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第
２
回
市
議
会
定
例
会

平
成
24
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
８
日
か
ら
21
日
ま
で
開
か
れ
、

専
決
処
分
９
件
、
議
案
９
件
、
議
員
提
案
１
件
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
、
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

《
専
決
処
分
の
承
認
》

▼ 

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
…
地
方
税
法
等
の
改
正
に

伴
う
改
正

▼ 

市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
…
地
方
税
法
等

の
改
正
に
伴
う
改
正

▼ 

市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
…
地
方
税

法
の
改
正
に
伴
う
改
正

〈
平
成
23
年
度
補
正
予
算
関
連
〉

▼ 

一
般
会
計
（
第
10
号
）
…
主

に
減
債
基
金
積
立
金
と
し
て

21
億
１
５
７
７
万
９
千
円
を
追

加
▼ 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
６

号
）
…
市
債
の
変
更
等

▼ 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
６
号
）
…
市
債
の
変
更
等

▼ 

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
特
別
会
計
（
第
４
号
）

…
10
万
円
を
減
額

▼ 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

５
号
）
…
１
０
０
万
円
を
減
額

▼ 

水
道
事
業
会
計
（
第
５
号
）
…

１
億
２
２
８
０
万
円
を
減
額

《
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
（
平
成
23
年
度
予
算
）》

▼ 

一
般
会
計
…
16
億
７
０
２
７
万

　
 

６
６
２
２
円

▼ 
下
水
道
事
業
特
別
会
計
…

５
億
４
７
０
９
万
３
千
円

▼ 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

…
１
億
７
２
９
３
万
３
千
円

《
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計
算

書
の
報
告
（
平
成
23
年
度
予
算
）》

▼ 

水
道
事
業
…
９
２
８
万
５
千
円

《
条
例
の
制
定
》

▼ 

市
金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
…
地
域
資
源
を
活
か
し
、

都
市
と
農
山
村
の
交
流
促
進
を

図
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
目
的
と
し
た
体
験
交
流
施
設

を
設
置
す
る
た
め
制
定

《
条
例
の
一
部
改
正
》

▼ 

市
印
鑑
条
例
等
…
住
民
基
本
台

帳
法
の
改
正
に
伴
う
改
正

▼ 

市
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
…
駅
西
駐
車
場
設
置

に
伴
う
改
正

《
平
成
24
年
度
補
正
予
算
》

▼ 

一
般
会
計
（
第
１
号
）
…

１
５
３
５
万
７
千
円
を
追
加

▼ 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
１

号
）
…
５
７
８
万
９
千
円
を
追

加
▼ 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

１
号
）
…
３
２
４
万
３
千
円
を

追
加

▼ 

水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）
…

１
８
１
万
５
千
円
を
追
加

▼ 

一
般
会
計
（
第
２
号
）
…

８
１
９
万
円
を
追
加

《
人
事
案
件
》

▼ 
常
陸
太
田
市
及
び
一
部
事
務
組

合
公
平
委
員
会
委
員
…
片
桐
章

典
氏
（
木
崎
一
町
）
の
選
任
に

同
意

《
議
員
提
案
》

▼ 

森
林
湖
沼
環
境
税
の
継
続
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
…
県
民
の

快
適
な
生
活
の
た
め
、
森
林
の

保
全
整
備
や
湖
沼
・
河
川
等
の

保
全
を
目
的
と
す
る
森
林
湖
沼

環
境
税
の
継
続
を
県
に
要
望

【
事
例
】

Ａ
社
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農

業
用
不
動
産
の
投
資
に
関
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
。
内
容
は

「
農
地
の
使
用
権
を
購
入
す
れ
ば
、

収
穫
し
た
穀
物
を
販
売
し
て
利
益

を
得
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。

翌
日
Ｂ
社
か
ら
「
Ａ
社
か
ら
購

入
し
て
く
れ
た
ら
、
購
入
額
の
倍

以
上
の
価
格
で
買
い
取
る
」
と
い

う
電
話
が
あ
っ
た
。
怪
し
い
と
思

う
が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

こ
れ
は
、「
劇
場
型
勧
誘
」
と

い
わ
れ
る
も
の
で
、
あ
る
業
者
が

販
売
す
る
商
品
や
権
利
を
、
別
の

業
者
が
「
購
入
額
よ
り
高
値
で
買

い
取
る
」
な
ど
と
い
っ
て
買
う
よ

う
に
仕
向
け
ま
す
。

業
者
は
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢

を
反
映
さ
せ
た
巧
み
な
話
術
を

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

 

海
外
の
不
動
産
投
資
の
勧
誘
に
注
意
！

　

〜 

「
農
地
」
の
投
資
話
に
ご
用
心
〜

使
っ
て
勧
誘
し
ま
す
。
一
度
お
金

を
払
っ
て
し
ま
う
と
、
取
り
戻
す

の
は
困
難
で
す
。
う
ま
い
話
を
持

ち
か
け
ら
れ
て
も
き
っ
ぱ
り
断
り

ま
し
ょ
う
。

問 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
70

‐
１
３
２
２
）
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常
陸
太
田
を
本
拠
と
し
て
い
た
中
世
の
豪
族
・

佐
竹
氏
の
時
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能

天
神
ば
や
し

Tenjin - Bayashi

天神林町 天神ばやし保存会 
　　清水  増雄 さん
　　　　　　　　　（天神林町）

昭和 52年に保存会を立ち上げ、
伝統芸能の継承に努めていま

す。天神ばやしの太鼓は、もと

もと出陣のときに鳴らされてい

たので、力強さと勇ましさが特

徴。昔ながらの伝統のリズムは、

何ともいえない間もあり聞きや

すいんですね。太鼓はチームワー

クが大切。子どもたちには太鼓

を通じて仲間との「和」を学ん

でほしいと思っています。

interview

天
神
ば
や
し
は
、
佐
竹
氏
が
城

下
で
農
兵
を
集
め
る
と
き
や
、
出

陣
す
る
と
き
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た

太
鼓
が
起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
農
民
の
娯
楽
と
な
り

代
々
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

小
太
鼓
は
、
二
分
の
一
拍
子
の

素
朴
な
リ
ズ
ム
を
刻
み
、
大
太
鼓

は
全
身
の
力
を
振
り
絞
り
、
長
短

強
弱
を
織
り
交
ぜ
た
ば
ち
さ
ば
き

で
、
佐
竹
の
農
民
た
ち
の
無
骨
な

気
性
を
良
く
表
し
た
曲
と
な
っ
て

い
ま
す
。

佐
竹
小
学
校
（
小
林
護
校
長
）

で
は
、
例
年
、
伝
統
文
化
を
体
験

的
に
学
ぼ
う
と
、
天
神
ば
や
し
保

存
会
の
皆
さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
、

太
鼓
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今年 2月の青少年健全育成茨城県推
進大会で、佐竹小児童が見事に演奏

小太鼓の練習

今
年
度
は
４
・
５
年
生
が
、
そ

の
成
果
を
市
の
音
楽
会
で
発
表
す

る
予
定
で
す
。

手本を見せる清水さん

Traditional perform
ing arts

会長

ま
た
、
市
内
の
次
の
太
鼓
団
体

で
も
、
天
神
ば
や
し
が
演
奏
さ
れ
、

伝
統
文
化
の
保
存
と
後
継
者
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○ 

天
神
林
町
天
神
ば
や
し
保
存

会
○
常
陸
太
田
お
は
や
し
連

○
三
才
太
鼓
保
存
会

○
内
堀
天
神
ば
や
し
保
存
会

○
さ
た
け
太
鼓
の
会昨年の「がんばってます常陸太田夏

祭り」でも勇壮な天神ばやしが披露
された。今年も「太田まつり」が楽
しみです。
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８  

14

問
市
観
光
物
産
協
会
水
府
支
部
☎
85
‐
１
１
１
６

第
24
回
太
田
ま
つ
り

 

み
ん
な
で
参
加
し
て
盛
り
上
げ
よ
う
！

鯨
ケ
丘
夏
舞
台

　

月　
　

日
火

午
後
４
時
30
分
〜
９
時

荒
天
中
止

市
民
み
こ
し
、天
神
ば
や
し
、

久
自
楽
舞 

ほ
か

栄
町
〜
東
一
町
〜
東
三
町

と
き

と
こ
ろ

山
吹
夏
舞
台

市
民
盆
踊
り
、
久
自
楽
舞

祭
り
、打
上
花
火 

ほ
か

　

月　
　

日
水

午
後
３
時
〜
９
時
30
分

雨
天
順
延

山
吹
運
動
公
園

と
き

と
こ
ろ

第
15
回
竜
神
峡
灯
ろ
う
ま
つ
り

《
灯
り
の
夕
べ
》

月   　

日
日
〜　
　

日
水

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
９
時
頃

 

竜
神
大
吊
橋
で
灯
ろ
う
と
涼
風
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

大
吊
橋
に
飾
ら
れ
た
５
０
０
基

の
灯
ろ
う
と
１
０
０
本
の
竹
灯

り
が
、
竜
神
峡
の
幻
想
的
な
夜

を
演
出
し
ま
す
。

《
風
鈴
展
》

日
本
各
地
の
風
鈴
が
涼
し
げ
な

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
す
。

物
産
セ
ン
タ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン

森
の
風
も
午
後
９
時
ま
で
営
業

《
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
》

テ
ー
マ「
灯
ろ
う
ま
つ
り
と
夏
」

午
後
５
時
か
ら
渡
橋
料
無
料

問 
太
田
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内　

内
線
６
２
２
）

８  

12      

15

８  
15

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

【
東
海
村
】

第
34
回
東
海
ま
つ
り

東
海
村
の
三
大
ま
つ
り
の
一
つ

で
あ
る
「
第
34
回
東
海
ま
つ
り
」

で
は
、
花
火
大
会
が
華
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
花
火
大
会
実
施
場

所
周
辺
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

出
店
等
も
あ
り
、
夏
の
ひ
と
時
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇ 

と
き　

８
月
11
日
土　

花
火
大

会
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　

＊ 

雨
天
時
は
８
月
12
日
日
に
順

延

◇ 

と
こ
ろ　

阿
漕
ヶ
浦
公
園

◇ 

内
容　

花
火
打
ち
上
げ
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
・
出
店
等

問 

東
海
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎

【
日
立
市
】

エ
コ
フ
ェ
ス
ひ
た
ち
２
０
１
２

 

◇ 

と
き　

７
月
21
日
土
・
22
日

日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◇ 

と
こ
ろ　

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
・
新
都
市
広
場 

他

◇ 

内
容　

環
境
に
関
す
る
新
技
術

や
製
品
の
紹
介
／
ひ
た
ち
の
自

然
環
境
を
知
ろ
う
／
手
作
り
工

作
／
エ
コ
カ
ー
大
集
合
／
グ
ル

メ
コ
ー
ナ
ー 

な
ど

　

○ 

「
う
た
の
お
ね
え
さ
ん
と
あ

そ
ぼ
う
！
Ｎ
Ｈ
Ｋ
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
　

▽ 

と
き　

７
月
21
日
の
み　

①
午
前
11
時
〜　

②
午
後

２
時
〜
（
２
回
公
演
）

　
　

▽ 

出
演　

松
原
美
香
（
う
た

の
お
ね
え
さ
ん
）、
Ａ
Ｋ

Ｏ
☆
Ｐ
（
ダ
ン
サ
ー
）

　

○ 
モ
リ
ゾ
ー
・
キ
ッ
コ
ロ
と
あ

そ
ぼ
う

問 

日
立
市
環
境
政
策
課

☎

毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

テ
レ
ビ
消
し  

か
ぞ
く
の
時
間  

つ
く
ろ
う
ね

　
﹇
小
学
３
・
４
年
生
の
部
﹈
久
米
小
４
年
（
受
賞
時
）　

安
嶋  

滉
太

平
成
23
年
度
常
陸
太
田
市
家
庭
の
日
推
進
募
集
標
語　

優
良
賞
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（情報政策課広報広聴係あて）

＜回答方法＞
アンケート用紙を切り取って、最寄りの公共施設のアンケート回収ボック

スに入れていただくか、ファクシミリ（72-3002）でお送りください。
二次元コードを認識できる携帯電話をお持ちの方は、右の画像を読み取っ

てアンケートサイトから回答することもできます（※通信料がかかります）。

✂

＜質問内容＞　番号に○をつけてください

性別   ① 男　　② 女 年齢
  ① 19歳以下　② 20～ 39歳　③ 40～ 59歳
  ④ 60～ 79歳　⑤ 80歳以上

質問１
広報紙は普段からよく読みますか？
　① よく読む　　② さっと目を通す程度　　③ あまり読まない

質問２

毎月の広報紙で関心があるコーナーは何ですか？（いくつ選んでも可）。

　①特集　　②おめでとうございます　　③エコミュージアム通信　　④二孝女物語　　⑤トピックス

　⑥つながりぼん　　⑦健康でいこう　　⑧文化財見どころガイド　　⑨農業のチカラ

　⑩防火クラブ・消防団紹介　　⑪インフォメーション　　⑫まちの話題　　⑬てくてくウォーク

　⑭園児たちのギャラリー　　⑮ボランティアがんばってます！　　⑯子育て応援広場　　

質問 3
広報紙で掲載してほしい記事やコーナーがあれば記載してください。

質問 4
広報紙全般について、ご意見があれば自由に記載してください。

広報
ひたちお

おた

「広報ひたちおおた」について、市民の皆さんのご意見をお寄せください。

お寄せいただいたご意見は、今後の広報紙づくりの参考にさせていただきます。

✂

✿
✿

温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、

　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

東
日
本
大
震
災
義
援
金
（
平
成
24
年
５
月
22
日
〜
６
月
26

日
受
入
分
）

　
〈
団
体
・
法
人
〉

　
　

 

里
川
連
合
あ
と
と
り
会　

 
様　

１
万
１
２
１
７
円

　

義
援
金
累
計　

　
　

９
７
６
０
万
３
８
２
５
円

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
厚
意
は
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

市
近
郊
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
﹇
５
月
26
・
27
日
／
山
吹
運

動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
﹈

▼
男
子
①
井
上
・
石
川
（
水
府
中
）

②
小
野
瀬
・
青
柳
（
那
珂
四
中
）

③
遠
藤
・
宮
澤
（
東
海
中
）
③
久

野
・
平
根
（
水
府
中
）

▼
女
子
①
田
所
・
吉
田
（
駒
王
中
）

②
森
野
・
近
藤
（
久
慈
中
）
③
大

貫
・
宇
佐
美
（
久
慈
中
）
③
竹
内
・

高
橋
（
泉
丘
中
）

第
25
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
屋
外
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
﹇
決
勝
戦
６
月

８
日
／
天
下
野
運
動
公
園
運
動
広

場
﹈

①
茅
根
丸
山
会
②
中
東
Ｂ
③
里
野

宮
清
流
会
Ａ
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まちの話題 my town news 

6月 9日～ 7月 1日、西山の里桃源で恒例の花菖蒲
まつりが開催されました。今年も見事な花菖蒲が咲き、

訪れた多くの観光客を楽しませました。

期間中は、バラエティ豊かなアーティストによる庭

園コンサートや、庭園のライトアップ、黄門様○×ク

イズなどが開催され、まつりを盛り上げました。桃源

市では、市内の新鮮野菜・銘菓・特産品などが販売さ

れ多くのお客さんでにぎわいました。

6月 16日、JR常陸太田駅にアンパンマントロッコ
列車がやってきました。

この列車は JR四国が保有する車両ですが、震災か
らの復興に取り組む地域の子ども

たちに笑顔と元気を届けようと、

やってきてくれました。当日は小

雨にもかかわらず、大勢の家族で

にぎわいました。駅では、かき氷

のおもてなしも行われました。

6月 5・7日の 2日間、里川では機初・小里小の 4年
生が 95人、山田川では金砂郷・水府小の 4年生が 27
人参加して水生生物観察会が行われました。これは水

生生物の数や種類を毎年調査し、水質調査を行うもの

で市水道施設課が主催。児童たちは水流の強さに驚き

ながらも、カワゲラ、ヒラタカゲロウなど、川にすむ

生き物を捕まえ、水のき

れいさを感じたようです。

また、里川上流では清流

にすむ「キタガミトビケ

ラ」が 3年連続で発見さ
れ、水質が保たれている

ことが確認できました。

小目町の檜山貴紀さんが、ＪＩＣＡ（独立行政法人 
国際協力機構）のボランティアとして、6月から約 2
年間、ネパールで活躍することになりました。

檜山さんは、首都カトマンズから約 200㎞離れた
カスキ郡の行政機関に配属され、村づくりの活動の支

援などを行います。出発前の 6月 19日、市長室を訪
れた檜山さんは「発展途上国で

の活動を通じ、自分自身の限界

を打ち破りたい」と抱負を述

べ、大久保市長は「これまでの

経験を生かして活躍し、たくま

しくなって戻ってきてほしい」

と激励しました。 どんな生き物がいるのかな

ホタルが飛び交い、行灯と花
菖蒲が幻想的な夜を演出

各種コンサートがまつ
りを盛り上げた

子どもたちは大喜び

市長室を訪れ、大久保市長
㊧から激励を受けた檜山さ
ん㊥

6月 23日、東京大学デザインサークル「ＩＤＵＴ」
の皆さんが本市を訪れ、“ＩＤＵＴ　ＶＩＳＩＯＮ　

ＴＯＵＲ　ＩＮ　ＨＩＴＡＣＨＩＯＴＡ” を開催しま

した。これは、古い町並みが残る鯨ヶ

丘周辺を先入観なしで散策、その「良

さ」や「気付き」を発見し、カメラ

で思い思いに切り撮るツアーです。

今後、学生ならではの視点からこの

結果を分析し、まちづくりへの提言

を行う予定です。
外国の方にはどう
写る？

6月 26日、常陸太田大使の下村浩司氏（ミシュラ
ン二つ星シェフ）が、母校・太田小の 5年生を対象に
食育教室を開催しました。「自分の体験を後輩に伝え、

食べることや料理だけに限らず、いろんなことに興味

をもって積極的にチャレンジしてもらいたい」と話し、

透明なトマトのジュレや黄身が立った目玉焼きの作り

方などを教えました。子どもたちは、「家族においし

い料理を作ってあげたい」「好きなことをがんばって

やってみようと思った」などと話してくれました。

トマトを分離してジュ
レをつくる

下村 “先輩” の授業
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山田川 

田園が広がっている 

薬谷橋 薬谷橋 

南中 

薬谷町 

大里町 

川崎さん宅 

スタート 

浅川 

近津神社 

イチョウの巨木 

薬谷の堰 

薬師堂 

馬頭観音等 

ホタルの里 

薬谷公民館 

水神様 
石碑 

横塚山公園 

第 17回西金砂神社 
磯出大祭礼記念碑 

県
道  

和
田 

上
河
合
線 

山田川 

① 

② 

③ 
⑤ 

④ 

⑦ 

⑥ 

今回は、薬谷町を歩きました。土曜日ということもあり子ども会にも参加していただき、過去最多の参加人

数で薬谷町のお宝を見つけに出発！のんびり田園風景を楽しみ、巨木や子安地蔵まで発見！また、ホタルが

見られるよう町会で整備した自然観察ゾーン「ホタルの里」を紹介してもらいました。水のきれいな薬谷町

です。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の
身近なウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いて
みませんか。

 
文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

① 横塚山公園

自然観察ゾーン。ホタルが見
られるよう地域の皆さんの協
力で整備されている。

安産をかなえるといわ
れる地蔵尊と、像の彫
ってある時代の古い馬
頭観音。

隠れた巨木。子ども
たちが 10人くらい
でようやく幹を一周
するほど。

西金砂神社磯出大祭礼のお
休み場として使用されてい
て、桜の季節は大変きれい。

ちかつ

② 薬谷の堰

堰近くの碑には、永田円水
ゆかりの文字がある。近く
には永田姓が多い。田園を
歩いている時にも感じたが、
治水には古くから取り組ま
れていたようである。

川崎家のイチョウの巨木③ 

地元では眼の神様として祭ら
れ、中に木造の薬師如来坐像
が入っている。お薬師様は、
昔医者にかかることができな
いときに拝んで全快を祈った
と伝えられている。

⑤ 薬師堂のお薬師様

⑥ 子安地蔵と馬頭観音

⑦ ホタルの里

鳥居の横には聖徳太子の碑。太子は
法隆寺などの巨大建築に関わったこ
とから、建築、木工の守護神として
崇拝されたらしい。

近津神社④
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太田二高ＪＲＣ部は、歴史が古く昭和 29年に発足
し、現在は高校 1年生から 3年生まで 19人が、木・
金曜日の放課後を利用し活動しています。

当初は、校内や市のボランティアを中心に活動して

いましたが、もっと地域社会に貢献できることがな

いかと考え、市社会福祉協議会に問い合わせたことが

きっかけとなり、平成 13年度からは、同協議会事業
のボランティア活動を行っています。

おもな活動の内容は、市社会福祉協議会が行ってい

る老人デイサービス事業のヘルパー補助や障害児サー

クルの補助、また市広報紙の朗読ボランティアによる

朗読テープのダビング作業を行ったりしています。

ボランテイアを通じ一番楽しかったことは、昨年行

われた「持方集落ふれあいボランティア」に参加し、

地元に残る樹木観察と清掃活動を行い地元の方たちと

の交流ができたことです。

現在、日本が直面している高齢化社会に伴い、ます

ますボランティア活動

の範囲が広がっていく

と思います。部員一人

一人が、さらに社会へ

の視野を広め、皆さん

のお役に立っていけれ

ばいいなと感じていま

す。

★ 「広報ひたちおおた」では、ボランティアに取り組ん
でいる方や団体を応援し、毎月ご紹介していきます！
　問情報政策課広報広聴係（内線 303・304）

ボランティア

　がんばって
ます！

高校生の尊いボランティア精神

『太田二高Ｊ
ＲＣ部 』

第 4回

子どもたちのために折り鶴を
作る高校生の皆さん 

今月は「愛保育園」で～す

風が吹くとチリンチリンと音がするよ。風鈴のきれい
な音を聞くと涼しくなるね。

くん
くん

くん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

くん

ちゃん

くん

くん
ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

くん

くんくん

ちゃん

くん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

くん

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

くん

くん

年 長 さ ん
（ぞう組）
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表紙に

よせて

うん。パルティホール
にできた、無料で立ち
寄れる「授乳」や「お
むつ替え」ができる場
所のことだよ！

広報広聴係でアルバイト中の
カワセミの「こーたん」 

「赤ちゃんの駅」をご利用ください

パルティホールの喫茶室内に、授乳やおむつ替え、
ミルク用のお湯も提供する「赤ちゃんの駅」ができま

した。どなたでもご利用できますので、お気軽にご利用

ください！

ボランティア募集中

放課後の安全・安心な居場所づく

りのため、市内の全小学校（14校）
で開催されている「放課後子ども

教室」。

地域の皆さんや保護者などがボラ

ンティアとして参加し、子どもた

ちの活動を支援しています。

薬谷町を歩いた「てくてくウォーク（20ページ）」での 1枚。当日は子どもたちも参加してにぎやかなハイキングになり
ました。この「川崎家のイチョウ」をはじめ、多くのすばらしい「地域の宝」に気づいた 1日でした。

ピンク色のドアが
目印

中はこんな感じです。

「放課後子ども教室」
子どもたちから元気を

もらって

古神 篤子 さん
 　　　　（小中町）

小里小でボランティ
アを始めて６年にな
ります。子どもたち
と遊んだり話したり
するのはとても楽し
く、また成長を見る
のも嬉しいですね。

voice ―

問子ども福祉課（内線 161）

問生涯学習課（☎ 72-8888）

お手伝いをしてくださるボランティアを募集し

ています。週に 1～ 2日、放課後の 1時間半
～ 2時間半の間、都合のつく範囲での活動です。
ご協力いただける方はお電話ください。

校庭で遊ぼう！ボランティアが
安全を見守っています。

学びの時間。ボランティアがやさ
しく教えてくれます。

※ 市の施設にあるベビーベッドを
備えたトイレには、右のステッ
カーが貼ってあります。


